
教
育

課
程

の
方

針

入
学

者
の

受
入

の
方

針
（

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

）

グ
ロ
ー
バ

ル
化

の
進

展
に
関

連
し
て
地

方
の

企
業

や
自

治
体

が
抱

え
る
諸

課
題

の
解

決
に
挑

戦
す
る
優

れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
た
め
，
次

の
方
針
に
基
づ
い
た
人
材
を
求
め
る
。

ア
地

域
や

自
己

の
所

属
す
る
組

織
が

直
面

す
る
複

雑
な
課

題
に
，
中

核
的

な
人

材
と
し
て
主

体
的

に
取

り
組

む
意

欲
を
有

す
る
人

イ
海

外
の

諸
地

域
や

国
際

事
情

，
お
よ
び
外

国
語

に
対

す
る
知

的
関

心
を
持

ち
，
積

極
的

に
情

報
収

集
を
行

う
姿

勢
を
有

す
る
人

ウ
異

な
る
文

化
，
ま
た
異

な
る
業

種
の

人
々

と
の

交
流

を
い
と
わ

ず
，
互

い
を
尊

重
し
な
が

ら
議

論
を
交

わ
す
資

質
を
有

す
る
人

エ
ス
ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の

場
合

は
，
社

会
科

学
と
異

文
化

理
解

に
あ
る
程

度
の

素
養

を
持

ち
，
相

応
の

語
学

力
を
有

す
る
と
と
も
に
，

上
の

ア
～

ウ
の

態
度

・
資

質
を
有

す
る
人 学

位
授

与
の

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）

次
の

①
か

ら
⑤

ま
で
を
身

に
つ
け
た
者

に
学

位
〔
国

際
地

域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
修

士
（
専

門
職

）
〕
を
授

与
①

国
際

情
勢

や
グ
ロ
ー
バ

ル
な
市

場
環

境
の

視
点

か
ら
，
地

域
の

企
業

や
行

政
上

の
課

題
の

解
決

策
を
考

察
し
，
提

示
す
る
力

②
事
業
や
政
策
を
め
ぐ
っ
て
新
規
の
提
案
や
改

善
提
案

に
つ
な
げ
る
際

に
発
揮
さ
れ
る
企
画
力

③
問

題
を
発

見
し
，
計

画
策

定
，
事

業
拡

大
に
取

り
組

む
た
め
の

専
門

知
識

や
情

報
収

集
・
情

報
活

用
能

力
④

事
業

計
画

の
遂

行
の

た
め
に
必

要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

⑤
異

文
化

感
受

性
と
多

様
な
思

考
に
対

す
る
受

容
性

を
備

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

力

教
育

課
程

の
編

成
・

実
施

方
針

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

）

Ａ
国

際
的

な
視

野
の

下
に
，
顧

客
ニ
ー
ズ
お
よ
び
対

象
地

域
の

法
・
慣

習
や

市
場

，
資

源
に
関

す
る
情

報
を
把

握
し
，
分

析
す
る
力

の
修

得
Ｂ

外
国

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
含

む
対

人
交

渉
能

力
・
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
能

力
の

修
得

Ｃ
事

業
や
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必

要
な
専

門
知

識
の

修
得

と
そ
の

実
務

へ
の

応
用

Ｄ
批

判
的

思
考

や
創

造
的

思
考

を
通

じ
て
事

業
や

企
画

を
構

想
・
展

開
で
き
る
力

の
修

得
Ｅ

海
外

実
地

研
修

を
通

じ
た
国

際
感

覚
の

醸
成

と
各

自
の

目
的

に
応

じ
た
履

修
科

目
の

体
験

的
な
修

得
，
お
よ
び
総

括

育
成
す
る
高
度
専
門
職
業
人
と
し
て
の
専
門
性

１
）
国

際
的

な
視

野
の

下
で
地

域
の

企
業

や
自

治
体

の
取

組
み

の
方

向
性

を
提

起
し
，
牽

引
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

２
）
事

業
の

企
画

・
運

営
に
必

要
な
専

門
知

識
と
情

報
収

集
，
活

用
能

力
３
）
積

極
的

に
外

国
人

と
の

交
渉

を
進

め
る
た
め
に
必

要
な
，
異

文
化

受
容

性
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
及

び
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

力

育
成

す
る
人

材
像

グ
ロ
ー
バ

ル
化

の
進

展
に
関

連
し
て
地

方
の

企
業

や
自

治
体

が
抱

え
る
諸

課
題

の
解

決
に
挑

戦
す
る
優

れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
の

育
成

を
基

本
と
し
，

そ
の

た
め
に
必

要
な
国

際
的

な
視

野
と
専

門
知

識
，
事

業
の

企
画

・
運

営
に
必

要
な
実

践
的

能
力

，
及

び
語

学
力

を
伴

う
交

渉
力

を
備

え
た
人

材
を
養

成
す
る
。
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福
井
大
学
「
国
際
地
域
学
部
」
（

20
16
年
度
設
置
）の
概
要

地
域

企
業
・
自
治
体
等

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
，

語
学
力
や
問
題
解
決
力
を
有

す
る
地
域
志
向
人
材
の
養
成

・
地
域
密
着
型
の
課
題
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

地
域
の
諸
課
題
の
探
究
と
解
決

・
地
域
の
企
業
人
等
に
対
す
る
英
語
教
育
の
展
開

・
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
学
び
の
場
の
創
出

・
地
域
の
学
校
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

福
井
大
学

国
際
社
会

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る

人
材
を
輩
出

全
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
，

教
育
改
革
を
牽
引

地
域
環
境

・
地
方
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
，
産
業
の
空
洞
化
，

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が
加
速

・
人
文
・
社
会
科
学
系
分
野
へ
の
進
学
者
の

県
内
大
学
の
受
皿
が
大
幅
に
不
足

地
域
の
課
題
解
決
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
牽
引

―
 県

内
の

企
業

・
自

治
体

と
と

も
に

グ
ロ

ー
バ

ル
化

す
る

地
域

の
諸

課
題

の
探

究
と

解
決

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

―

地
域
か
ら
の
要
望

地
域
の
創
生
を
担
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
を
育
成

地
域
創
生
ア
プ
ロ
ー
チ

学
び

の
特

色
１

世
界

と
地

域
を

繋
ぐ

徹
底

し
た

英
語

教
育

と
海

外
留

学
を

通
し

た
異

文
化

理
解

教
育

学
び

の
特

色
２

地
域

の
企

業
・

自
治

体
等

と
連

携
し

た
地

域
密

着
型

課
題

探
求

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
び

の
特

色
３

医
学

部
・

工
学

部
と

の
連

携
に

よ
る

幅
広

い
学

識
を

培
う

文
理

融
合

型
教

育

地
域
創
生
の
視
点

グ
ロ
ー
バ
ル
の
視
点

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ

興
味
関
心
に
応
じ
て
科
目
を
柔
軟
に
選
択
履
修

で
き
る
仕
組
み
（
ア
プ
ロ
ー
チ
）
を
設
け
，
学
生
の

主
体
的
な
学
び
と
国
際
水
準
で
の
教
育
を
実
現

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
・浸
透

地
域
創
生
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

国
際
地
域
学
部

世
界
を
知
り
地
域
を
見
つ
め
る
新
基
軸
の
教
育

今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
社
会
の
抱
え
る
課
題
の
多
く
は
，
国
際
・
国
内
・
地
域
と
い
う
異
な
る
レ
ベ
ル
に
共
通
に
貫
通
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
部
で
は
，
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
し
て
現
れ
る
事
実

を
国
際
と
地
域
と
の
関
係
と
し
て
捉
え
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
地
域
社
会
の
具
体
的
で
複
雑
な
課
題
の
探
究
と
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
，
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
地
域
再
生
活
性
化
人
材
を
一
体
的
な
も
の
と
し
て
育
成
。

学
部
・
学
科
名

国
際
地
域
学
部

国
際
地
域
学
科

入
学
定
員

６
０
人

学
位
の
名
称

学
士
（
国
際
地
域
）
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科目 

区分 
目的（位置づけ） 科目 

開講

時期

単位

数 

最低必要

単位数 

ｶﾘｷｭﾗﾑ･

ﾎﾟﾘｼｰ 

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･

ﾎﾟﾘｼｰ 

ベ
ー
シ
ッ
ク
科
目 

国
際
・
地
域 

グローバル化という環

境変化にさらされてい

る地域の現状と課題を

理解し，グローバルな

思考を養うために，地

域産業の現状および

展望，海外諸地域の

社会や文化の特徴，

および国際情勢に関

する基本的な知識を

身につける 

海外事情研究Ⅰ 

原
則
と
し
て
１
年
次
前
・
後
期
、 

土
曜
日
２
コ
マ
連
続
で
隔
週
開
講 

2 

7 科目 

14 単位 

必修 

A ① 

海外事情研究Ⅱ 2 A ① 

国際関係論 2 A ①  

地域産業論 2 A ① 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

自己の所属する組織

の課題解決を図るた

めに必要な，組織の

現状分析および事業

やマーケットの展開構

想に関する基礎的な

知識を身につける 

経営戦略論 2 C ③ 

マーケティング論Ⅰ 2 C ③ 

データ分析手法 2 A ③ 

ア
ド
バ
ン
ス
科
目 

企
画
・
交
渉
力
に

関
す
る
分
野 

ベーシック科目の履修

で得た知識を踏まえ

て，新たな事業企画や

事業構築を行う上で必

要となる思考法と対外

交渉に必要なさまざま

な視点を身につける 

事業デザイン論 

原
則
と
し
て
１
年
次
後
期
・
２
年
次
前
期
、 

土
曜
日
２
コ
マ
連
続
で
隔
週
開
講
、
又
は
集
中
授
業 

2 
2 科目 

4 単位 

必修 

C・D ①②③ 

海外事業実践論 2 A・B・C ③④⑤ 

個
別
課
題
に
関
す
る
分
野 

ベーシック科目の履修

で得た知識を踏まえ

て，自己の所属する組

織の課題や院生自身

の問題意識に応じて，

グローバルな企業経

営や地域活性化に関

わる個別課題に取り

組むための知識と方

法を学ぶ 

国際交渉研究 2 

2 科目 

4 単位以上 

選択必修 

A・B ①④⑤ 

移民問題 2 A ①⑤ 

東南アジアビジネス事情 2 A・C ③⑤ 

地場産業の海外展開 2 A・C ①③ 

地域の産業発展 2 A ①③ 

まちづくり・観光マネジメン

ト論 
2 A・C ②③ 

企業会計・財務・データ分

析 
2 A・C ①③ 

マーケティング論Ⅱ 2 C・D ②③ 

管理者行動論 2 C・D ③④ 

国際ビジネスリスク論 2 A・C ①③ 

語
学
系
科
目 

外国の顧客との取引，

外国人とのコミュニケ

ーションに一般的に必

要な水準の語学能力

を習得する 

English Communication I 原
則
と
し
て
１
年
次
前
・
後
期
・
２
年
次
前
期
、 

平
日
夕
方
以
降
開
講 

1 

3 科目 

3 単位以上

選択必修 

B ⑤ 

English Communication II 1 B ⑤ 

English Reading／Writing I 1 B ⑤ 

English Reading／Writing II 1 B ⑤ 

Intercultural 

Communication 
1 B・C ③⑤ 

コミュニケーション中国語 1 B ⑤ 

カリキュラムの全体像 
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科目 

区分 
目的（位置づけ） 科目 

開講

時期

単位

数 

最低必要

単位数 

ｶﾘｷｭﾗﾑ･

ﾎﾟﾘｼｰ 

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･

ﾎﾟﾘｼｰ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

ベーシック科目（マネ

ジメント）や事業デザイ

ン論の学習を踏まえて

学習の成果の中間的

な総括を行うために、

具体的な事業課題の

改善提案につなげる

共同の模擬体験を院

生全員で行う。 

事業課題ワークショップ 

１
年
次
後
期 

（
春
季
集
中
） 

1 1 単位必修 A・C・D ②③ 

海
外
実
地
研
修 

海外事業の体験的研

修による国際的なビジ

ネス感覚の修得，およ

び調査活動やプロジェ

クト活動を通じた海外

での主体的な課題解

決の経験を主な目的

とする 

海外実地研修Ａ ２
年
次
夏
季
～
後
期

に
実
施 

2 

2 単位以上

選択必修 

 

A・B・C・

E 

①②③④

⑤ 
海外実地研修Ｂ 3 

海外実地研修Ｃ 4 

最
終
報
告

本研究科での専門的

な学習､および授業の

中での実践的な力量

形成の成果を確認す

る 

最終報告書 

 

2 2 単位必修 E 
①②③④

⑤ 

修了要件単位数  
30 単位 

以上 
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海
外

実
地

研
修

を
そ

の
コ

ア
に

位
置

付
け

（
国

際
・
地

域
）

・
経

営
戦

略
論

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
Ⅰ

・
デ

ー
タ

分
析

手
法

・
海

外
事

情
研

究
Ⅰ

・
海

外
事

情
研

究
Ⅱ

・
国

際
関

係
論

・
地

域
産

業
論

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）

ア
ド

バ
ン

ス
（
４

単
位

以
上

選
択

必
修

）

事
業

課
題

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
１

単
位

必
修

）

（
個

別
課

題
に

関
す

る
分

野
）

・
E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 I

・
E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 I
I

・
E
n
gl

is
h
 R

e
ad

in
g／

W
ri
ti
n
g 

I
・
E
n
gl

is
h
 R

e
ad

in
g／

W
ri
ti
n
g 

II
・
In

te
rc

u
lt
ur

al
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

中
国

語

語
学

（
３

単
位

以
上

選
択

必
修

）

教
育

課
程

の
特

色

・
事

業
デ

ザ
イ

ン
論

・
海

外
事

業
実

践
論

（
企

画
・
交

渉
力

に
関

す
る

分
野

）

１
年

次
前

期

１
年

次
後

期

２
年

次
前

期

２
年

次
後

期
地

域
の

企
業

・
自

治
体

と
の

協
働

実
施

最
終

報
告

書
（
２

単
位

必
修

）

理
論

と
実

践
の

架
橋

理
論

と
実

践
の

架
橋

プ
レ

海
外

研
修

海
外

実
地

研
修

Ａ
・
Ｂ

・
Ｃ

（
２

単
位

以
上

選
択

必
修

）

ア
ド

バ
ン

ス
（
４

単
位

必
修

）

・
国

際
交

渉
研

究
・
移

民
問

題
・
東

南
ア

ジ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

事
情

・
地

場
産

業
の

海
外

展
開

・
地

域
の

産
業

発
展

・
ま

ち
づ

く
り

・
観

光
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

・
企

業
会

計
・
財

務
・
デ

ー
タ

分
析

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
Ⅱ

・
管

理
者

行
動

論
・
国

際
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ス
ク

論

ベ
ー

シ
ッ

ク
（
１

４
単

位
必

修
）
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①
国
際
情
勢
や
グ
ロ
ー

バ
ル

な
市

場
環

境
の

視
点
か
ら
，
地
域
の
企
業

や
行

政
上

の
課

題
の

解
決

策
を
考

察
し
，
提

示
す
る
力

②
事
業
や
政
策
を
め
ぐ
っ

て
新

規
の

提
案

や
改

善
提
案
に
つ
な
げ
る
際
に

発
揮

さ
れ

る
企

画
力

③
問

題
を
発

見
し
，
計
画

策
定
，
事
業
拡
大
に
取

り
組

む
た
め
の

専
門
知

識
や

情
報

収
集

・
情

報
活

用
能

力

④
事

業
計

画
の

遂
行

の
た

め
に
必

要
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

⑤
異

文
化

感
受

性
と
多

様
な
思
考
に
対
す
る
受

容
性
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
ス
ト

レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

グ ロ ー バ ル 化 す る 地 域 の 諸 課 題 に 対 応 す る マ ネ ジ メ ン ト ・ リ ー ダ ー

戦 略 組 織

マ ー ケ

テ ィ ン グ

企 業
情 報

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育

成
す
る

た
め
に
必

要
な
専

門
知

識
ベ
ー
シ
ッ
ク
科

目
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

○
経

営
戦
略
論

○
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
Ⅰ

○
デ
ー
タ
分
析
手
法

ア
ド
バ

ン
ス
科
目

（
企

画
・
交
渉
力
）

○
事
業
デ
ザ
イ
ン
論

○
海

外
事
業
実
践
論

ア
ド
バ

ン
ス
科
目

（
個

別
課
題
）

○
ま
ち
づ
く
り
・
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
論

○
企
業
会
計
・
財
務
・
デ
ー
タ

分
析

○
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
Ⅱ

○
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
論

○
管

理
者
行
動
論

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
事
業
課
題
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

海
外

実
地

研
修

地
域

と
世

界
の

現
状

と
課

題
を
知

る

ベ
ー
シ
ッ
ク
科

目
（
国

際
・
地
域
）

○
海
外
事
情
研
究

Ⅰ
・
Ⅱ

○
国
際
関
係
論

○
地
域
産
業
論

ア
ド
バ

ン
ス
科
目

（
個

別
課
題
）

○
国
際
交
渉

研
究

○
移
民
問
題

○
東
南
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
事
情

○
地
場
産
業

の
海

外
展

開
○
地
域
の
産

業
発

展
○

ま
ち
づ
く
り
・
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
論

語
学

力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力

語
学

系
科
目

○
En
g.
Co

m
m
un

ic
at
io
n

Ⅰ
・
Ⅱ

○
En
g.
Re

ad
in
g/
W
rit
in
g

Ⅰ
・
Ⅱ

○
In
te
rc
ul
tu
ra
l

Co
m
m
un

ic
at
io
n

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

中
国
語

ア
ド
バ

ン
ス
科
目

（
企

画
・
交
渉
力
）

○
海
外

事
業

実
践

論

ア
ド
バ

ン
ス
科
目

（
個

別
課

題
）

○
国
際

交
渉

研
究

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
事
業
課
題
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

最 終 報 告 書

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

，
授

業
科

目
の

内
容

を
目

的
別

に
整

理
す
る
と
，

・
「
地

域
と
世

界
の

現
状

と
課

題
を
知

る
」

・
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
，
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育

成
す
る
た
め
に
必

要
な

専
門

知
識

」
，

・
「
語

学
力

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
の

３
領

域
か

ら
構

成

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
，
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

育
成

に
必

要
な
専

門
知

識
は

，
次

の
4
分

野
に
整

理
し
，
そ
れ

ぞ
れ

の
分

野
に
必

要
科

目
を
配

置
。

ア
戦

略
：
組

織
の

内
外

の
環

境
を
把

握
し
，
取

る
べ

き
行

動
を
ど
の

よ
う
に
選

択
，
策

定
す
る
か

イ
組

織
：
ど
の

よ
う
な
組

織
を
作

り
，
ど
う
運

営
し
て
い
く
か

ウ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
：
誰

に
，
ど
ん
な
商

品
・
サ

ー
ビ
ス
を
提

供
し
，
ど
の

よ
う
な
売

り
方

を
す
る
か

エ
企

業
情

報
：
組

織
に
必

要
な
情

報
を
ど
う
把

握
し
，
活

用
す
る
か

，
カ
ネ
の

流
れ

を
ど
う
す
る
か

こ
れ
ら
を
海
外
実
地
研
修
で
の
体
験
を
通

し
て
磨
き
上
げ
。

育
成

す
る
能

力
と
授

業
科

目
の

連
関

－
特

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
，
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
－
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英
語

教
育

の
イ

メ
ー

ジ

入
学

前
（
検

討
中

）
在

学
中

大
学

院
入

学
時

海
外

実
地

研
修

着
手

時
大

学
院

修
了

時

T
O

E
IC

4
5
0
点

以
上

T
O

E
F
L

4
5
0
点

以
上

C
E
F
R

  
A

2
T
O

E
IC

5
5
0
点

以
上

T
O

E
F
L

4
8
0
点

以
上

C
E
F
R

 
B

1
T
O

E
IC

6
0
0
点

以
上

T
O

E
F
L

5
5
0
点

以
上

C
E
F
R

B
1

１
英

語
能

力
の

水
準

の
目

安
※

1

２
入

試 ➤
海

外
／

英
会

話
に

興
味

と
勉

強
す

る
意

欲
が

あ
り

，
目

的
意

識
を

持
っ

て
取

り
組

む
姿

勢
が

あ
る

か
を

書
類

・
面

接
で

確
認

３
履

修
方

法 ⼊
学
前
英
語
特
別
ク
ラ
ス
開
講
（
有
料
）

E
n
gl

is
h
 S

pe
ak

in
g／

L
is

te
n
in

g
E
n
gl

is
h
 R

e
ad

in
g／

W
ri
ti
n
g

選
択
必
修
科
⽬

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 I
  

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 I
I

E
n
gl

is
h
 R

e
ad

in
g／

W
ri
ti
n
g 

I
E
n
gl

is
h
 R

e
ad

in
g／

W
ri
ti
n
g 

II
In

te
rc

u
lt
u
ra

l 
C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n

４
海

外
実

地
研

修
着

手
時

の
水

準
の

目
安

海
外

実
地

研
修

A

海
外

実
地

研
修

B
（
J
IC

A
）

海
外

実
地

研
修

C
（
ユ

ネ
ス

コ
）

T
O

E
IC

5
5
0
以

上

5
5
0
以

上

8
0
0
-
9
0
0

T
O

E
F
L

4
8
0
以

上

4
8
0
以

上

6
0
0
以

上

C
E
F
R

B
1

B
1

C
2

※
1

在
学

中
に

，
T
O

E
IC

等
の

外
部

テ
ス

ト
を

複
数

回
受

験
す

る
。

特
に

海
外

実
地

研
修

着
手

時
前

に
は

、
対

応
で

き
る

英
語

能
力

を
有

し
て

い
る

か
外

部
テ

ス
ト

で
確

認
す

る
。

※
2

一
定

の
英

語
能

力
を

持
つ

も
の

は
，

既
修

得
扱

い
と

す
る

。

※
２

※
3

英
語

能
力

が
海

外
実

地
研

修
着

手
レ

ベ
ル

に
達

し
な

い
者

は
，

派
遣

を
延

期
し

，
水

準
に

達
す

る
よ

う
必

要
な

英
語

科
目

を
再

履
修

さ
せ

る
と

と
も

に
，

個
人

的
な

学
習

を
保

障
す

る
た

め
，

学
内

の
L
D

C
（
言

語
開

発
セ

ン
タ

ー
）
を

利
用

し
た

学
習

を
勧

め
る

。
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ア
ジ
ア
複

数
国

の
見

学
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

＜
一

般
の

院
生

＞
海
外
で
の
事
業
で
考
慮
さ
れ
る
諸
事
項
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ア
ジ
ア
2～

3か
国
の
進
出
事
業
所
で
の
各
2時

間
程
度
の
見
学
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

ツ
ア
ー
実

施
（
教

員
が

ツ
ア
・
コ
ン
と
し
て
同
行
）

例
：
ベ
ト
ナ
ム
（
フ
ク
ビ
、
日
華
、
JE
TR

O
事
務
所

＋
三
谷
産
業
、
第
一
ビ
ニ
ー
ル
）

⇒
タ
イ
（
セ
ー
レ
ン
、
福

井
鋲
螺

、
県
BB

C
or

JE
TR

O
）

⇒
カ
ン
ボ
ジ
ア

or
  マ

レ
ー
シ
ア

or
  シ

ン
ガ
ポ
ー
ル

「
プ

レ
海

外
研

修
」

イ
メ

ー
ジ

海
外

実
地

研
修

の
詳

細

プ
レ
海

外
研

修
海

外
実

地
研

修
Ｂ

海
外

実
地

研
修

Ａ
い
ず
れ
か
を
選

択

海
外

実
地

研
修

報
告

書
作

成
評

価

帰
国
後

海
外

実
地

研
修

C

２
単

位

３
単

位

４
単

位

（
プ
レ
海
外
研
修
の
概
要
）

本
研
究
科
で
の
科
目
の
履
修
に
着
手
す
る
前
に
，
海
外
の
状
況
や
海
外
事
業
を
肌
で
感
じ
る
た
め
に
，
1年

次
前
期

に
1週

間
程
度
，
福
井
県
内
企
業
が
進
出
す
る
複
数
国
の
海
外
事

業
所
等
数
カ
所
を
見
学
な
ど
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
，
海
外
で
の
事
業
経
験
の
浅
い
院
生
へ
の
学
習
の
動
機
づ
け
と
な
る
い
っ
ぽ
う
，
あ
る
程
度
海
外
事
業
の
経
験
の
あ
る
院
生

に
と
っ
て
は
，

異
業
種
で
の
事
業
体
験
を
得
る
機
会
と
な
る
。

（
概

要
）

通
常
の
授
業
で
の
学
習
内
容
を
，
海
外
で
の
事
業
経
験
と
結
び
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
1年

次
前
期
に
「
プ
レ
海
外
研
修
」
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
学
習
内
容
を
院
生

個
々
の
問
題
意
識
に
即
し
て
磨
き
上
げ
る
た
め
に
2 
年
次
後
期
に
「
海
外
実
地
研
修
Ａ
」
（
2 
単
位
）
，
「
海
外
実
地
研
修
Ｂ
」
（
3 
単

位
）
，
「
海

外
実

地
研
修

Ｃ
」
（
4 
単

位
）
を
選

択
履

修
す
る
。

海
外
事
業
の
体
験
的
研
修
に
よ
る
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
の
修
得
，
お
よ
び
調
査
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
じ
た
海
外
で
の
主
体
的
な
課
題
解
決
の
経
験
を
主
な
目
的
と
す
る
。

海
外

実
地

研
修

A
・
B
・
C

接
続
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「
海

外
実

地
研

修
Ａ

」
イ

メ
ー

ジ

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
帰
国
前
に

現
地
受
入
れ
先
ス
タ
ッ
フ
へ
の
報
告
・
提
案

研
修

先
の
検
討

院
生

の
希

望
・
能

力
受

入
先

と
の

協
議

↓
研
修

先
企

業
等

決
定

2年
次
春
〜

2年
次
夏
以
降

現
地

実
務

研
修

（
研

修
先

，
数

に
よ
り
日

程
は

異
な
る
）

①
業
務
の
実
地
体
験

②
研
修
計
画
に
基
づ
き
，
研
修
実
施

1年
次
夏
〜

事
前

準
備

教
員
の
指
導
の
下
に
，
研
修
計
画
の

検
討

，
文

献
調

査
，
本

社
に
お
け
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー ↓

研
修

計
画

書
作
成

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
・
旅
行
準
備

必
要
が
あ
れ
ば
，
事
前
渡
航
し
，
研

修
計

画
の

調
整

を
行
う

（
研

修
計

画
例

）
（
後

述
の

特
定

企
業

に
は

調
査

に
基

づ
く
提

案
実
施

）
★

現
地

で
の

収
益

力
ア
ッ
プ

例
）
販
売
先
，
調
達
先
，
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
，
現

地
向
け
商

品
・

サ
ー
ビ
ス
等
の
調
査

★
現

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人

材
の

管
理
・
育
成

策
★

仮
想
新
立
地
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査

（
労

務
，
リ
ク
ル

ー
ト
,税

制
，
法
制

度
，
イ
ン
フ
ラ
，
部
材

調
達
，
市
場

情
報
，
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
情
報
な
ど
の
必
要
事
項
の
洗

い
出

し
）

他

海
外

実
地

研
修

報
告

書
作

成

＜
概

要
＞

学
習
成
果
を
実
地
に
即
し
て
振
り
返
り
，
所
属
組
織
で
の
事
業
展
開
に
貢
献
で
き
る
能
力
を
磨

く
た
め
に
，
2 
年
次
の
夏
季

以
降

に
3～

4 
週
間
の
海
外
で
の
実
地
研
修
を
行
う
。
こ
の
研
修
で
は
，

福
井
県
内
企
業
の
海
外
事
業
所
や
海
外
出
先
機
関
等
に
お
い
て
，
１
カ
所
な
い
し
複
数
個
所
の
当
該
研
修
先
や
関
連
取
引
企
業
，
政
府
系
関
係
機
関
等
で
，
①
業
務
の

体
験
，
②
院

生
が
事

前
に
設
定
し
た
特
定
の
テ
ー
マ
（
現
地
で
の
市
場
開
拓
や
事
業
所
進
出
，
外
国
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
，
進
出
先
で
の
業
績
向
上
な
ど
）
に
即

し
た
調
査
,の

い
ず
れ
か
,ま

た
は
両
方
を
実
施
す
る
。

教
員
（
う
ち
1名

を
実

施
責

任
者

兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配

置
）
及

び
事

務
系

の
職

員
（
学
内
の
他
の

海
外

展
開
事

業
・
組

織
等

と
の

連
携

も
検

討
）

教
員
（
う
ち
1名

を
実

施
責

任
者

兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配

置
）
及

び
事

務
系

の
職

員
（
学
内
の
他
の

海
外

展
開
事

業
・
組

織
等

と
の

連
携

も
検

討
）

本
研

究
科

に
お
け
る
現

地
支

援
機

関
（
当

該
国

の
交

流
大

学
，
留

学
生

同
窓

会
，

可
能

な
ら
現

地
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
期
間
契
約
）

帰
国
後

訪
問

院
⽣
の
求
め
に
応
じ⽀

援

全
学

的
視

点
で
の

海
外

支
援

拠
点

整
備

を
将

来
的

に
検

討
・
・
・
当

該
研

究
科

に
と
っ
て
は

，
JE
TR

O
等

を
通

じ
て
現

地
企

業
等
で
の
研
修
を
依
頼
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

評
価

（
派

遣
元
企

業
等

を
含

む
）

部
会

員
は

，
随

時
企

業
訪

問
，
情

報
収

集

（
調

査
等

方
法

）
・
異
文
化
社
会
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
験
的
実
習

・
現
地
進
出
企
業
，
支
援
機
関
等
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
，
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

・
現
地
企
業
の
関
連
取
引
先
等
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
現
地
の
大
学
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー

他

海
外

実
地

研
修

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部

会
構

成
員

；
実

務
家

お
よ
び
研

究
者

教
員

（
8
名

程
度

）
（
事

務
職

員
の

参
加

）
業
務
：
①
プ
レ
研
修
の
実
施
計
画
作
成

②
院

生
の
個
別
研
修
計
画
作
成
の
サ
ポ
ー
ト

③
研
修
実
施
状
況
の
共
有

④
企
業
訪
問
、
情
報
収
集
、
実
施
企
業
と
の
連
絡

⑤
指

導
教

員
（
正

・
副

）
の

選
定

・
メ
ー
ル

で
常

時
実

施
状
況
報
告

・
中

間
時

現
地

訪
問
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（
テ
ー
マ
例

）
・
現

地
で
の

収
益

力
ア
ッ
プ
の

調
査

・
提

案
例
）
販
売
先
，
調
達
先
，
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
，
現
地
向
け
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
調
査
・
提
案

・
現

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人

材
の

管
理

・
育

成
策

の
調

査
・
提

案

（
パ
タ
ー
ン
１
）
特
定
企
業
と
そ
の
取
引
先
企
業
で
の
業
務
体
験
と
院
⽣
の
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
調
査
・
提
案

（
目

的
）

派
遣

国
の

文
化

・
社

会
・
商

習
慣

の
理

解
，
海

外
ビ
で
の

ジ
ネ
ス
手

法
の

体
得

，
習

得
し
た
知

識
を
活

用
し
た
調

査
体

験
を
通

じ
て
実

務
能

力
を

高
め
る
と
と
も
に
，
行
動
力

，
リ
ス
ク
回

避
力

な
ど
長

期
の

海
外

滞
在

に
必

要
な
能

力
を
積
む
経
験
を
す
る
。

「
海

外
実

地
研

修
Ａ

」
の

パ
タ

ー
ン

（
パ
タ
ー
ン
２
）
複
数
国
滞
在
・
複
数
企
業
訪
問
型
研
修
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・
タ
イ
プ
）

（
目

的
）

海
外

で
の

生
活

・
海

外
進

出
す
る
際

に
考

慮
す
る
事

項
に
つ
い
て
，
モ
デ
ル

的
体

験
を
行

う
こ
と
で
，
自

社
の

戦
略

構
想

を
踏

ま
え
て
，
各

国
の

制
度

情
報

，
市

場
情

報
，
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
な
ど
を
獲

得
し
，
事

業
展

開
に
備

え
る
。

進
出
先
が
複
数
国
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
な
る
こ
と
も
多

い
の

で
，
現

地
事

情
の

異
な
る
複

数
の

国
で
の

進
出
の

必
要
事

項
を
学
ぶ
体
験
を
積
む
。

現
地

事
情

，
進

出
の

た
め
の

必
要

事
項

を
学

ぶ
一

方
で
，
自

分
の

テ
ー
マ
に
即

し
た
実

地
で
の

調
査

の
た
め
，
現

地
進

出
企

業
等

で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
，
も
し

く
は

実
務

体
験

を
行

う
。

（
テ
ー
マ
例

）
・
複

数
国

に
つ
い
て
進

出
プ
ラ
ン
を
策

定
し
，
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
，
進

出
条

件
等

の
比

較
分

析
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調

査
に
必

要
な
事

項
（
労

務
，
リ
ク
ル

ー
ト
,税

制
，
法

制
度

，
イ
ン
フ
ラ
，
部

材
調

達
，
市

場
情

報
，
現

地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
情
報
等
）

（
研

修
内

容
）
・
・
・
以

下
の

組
合

せ

・
現

地
事

業
所

（
2
～

3
日

）

・
同

（
1
0
日

～
2
週

間
）

・
商

談
会

、
展

示
会

（
5
～

6
日

）

・
大

学
等

で
の

レ
ク
チ
ャ
ー
（
1
日

）

＜
受

入
企

業
等

＞
日

本
Ａ
Ｍ
Ｃ
（
タ
イ
）
，

Ｈ
＆

Ｆ
（
タ
イ
or
マ
レ
ー
シ
ア
）
，

Ｋ
Ｓ
Ｔ
ワ
ー
ル
ド
（
台
湾
）
，

SH
IN
DO

（
仏
or
米

国
）

ベ
ト
ナ
ム
（
フ
ク
ビ
、
日
華
、
前
田
工
繊
）
，
タ
イ
（
セ
ー
レ
ン
、
日
華
、
福
井
鋲
螺
、
フ
ク
ビ
、
日
本
AM

C、
バ

ン
コ
ク
コ
マ
ツ
、
Ｈ
＆

Ｆ
）
、
マ
レ
ー
シ
ア
（
Ｈ
＆

Ｆ
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
セ
ー
レ
ン
、
日

華
）
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
日

華
、
日

本
AM

C）
、
イ
ン
ド
（
セ
ー
レ
ン
）
、
台
湾
（
日
華
、
松
浦
、
Ｋ
Ｓ
Ｔ
ワ
ー
ル
ド
）

米
国
（
SH

IN
DO

 ）
、
仏

・
独

（
SH

IN
DO

 ）
，
中

国
（
シ
ャ
ル
マ
ン
，
SH

IN
DO

）

福
井
県
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
上
海
，
バ
ン
コ
ク
）

ア
サ
プ
シ
ョ
ン
大
学
他
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「
海

外
実

地
研

修
Ｂ

」
イ

メ
ー

ジ

◆
高

度
な
経

営
・
国

際
実

務
研
修

（
ユ
ネ
ス
コ
研

修
）

＜
企
業
研
修
と
は
異
質
の
体
験
２
＞

主
に
県

内
大

手
企

業
や

自
治

体
を
対

象
に
，
地

域
，
企

業
の

国
際

化
を

進
め
る
上

で
，
国

際
関

係
の

仕
組

み
を
学

び
体

験
す
る
中

で
（
政

策
マ
イ

ン
ド
を
培

い
）
グ
ロ
ー
バ

ル
な
事

業
活

動
を
構

築
・
展

開
す
る
際

の
力

量
を
高

め
る
。

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

②
現
地
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
の
共
同
調
査
の
計
画

③
大
学
院
教
員
と
の
中
間
的
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

④
現
地
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
の
共
同
調
査
の
実
施

⑤
共
同
調
査
に
よ
る
デ
ー
タ
の
収
集
，
分
析

⑥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

【
目

的
】

【
期

間
】

２
年

次
後

期
，
半

年
間

（
パ

リ
又

は
各

国
拠

点
事

務
所

）

【
研

修
構
成
】

◆
Ｊ
ＩＣ

Ａ
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

＜
企
業
研
修
と
は
異
質
の
体
験
１
＞

２
年

次
後

期
，
２
か

月
程

度

①
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

J
IC
A
各

国
海

外
事

務
所

で
，
２
か

月
間

，
事
務
所
の
活
動
に
つ
い
て
事
務
所
員
に

同
行

し
，
開

発
・
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
際

を
体

験
し
学

ぶ
。

②
報
告
書
の
提
出

【
目

的
】

【
期

間
】

J
IC
A
と
の

連
携

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
地

体
験

を
通

し
て
，
国

際
協

力
・
開

発
途

上
国

へ
の

興
味

や
関

心
を
深

め
る
と
と
も
に
，
自

己
の

職
場

で
グ
ロ
ー
バ

ル
展

開
に
資

す
る
力

量
や

人
間

力
を
高

め
る
。

【
研

修
構
成
】

海
外

実
地

研
修

Ｂ

帰
国
後

J
IC
A
と
本
学
の
間
で
大
学
全
体
の
連
携
覚
書
を
2
0
1
9
年
３
月
2
2
日
に
締
結
。

各
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
内
容
に
応
じ
て
，
事
業
所
毎
に
国
際
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科
と
J
IC
A
が
覚
書
を
交
わ
す
予
定
。

個
別
の
派
遣
毎
に
協
定
及
び
契
約
を
締
結
す
る
予
定
。

海
外

実
地

研
修

報
告

書
作

成

「
海

外
実

地
研

修
Ｃ

」
イ

メ
ー

ジ

帰
国
後

海
外

実
地

研
修

報
告

書
作

成

海
外

実
地

研
修

Ｃ

主
に
海

外
経

験
が

あ
る
程

度
あ
る
院

生
を
対

象
に
，
所

属
企

業
や

自
治

体
で
は

経
験

で
き
な
い
海

外
で
事

業
に
取

り
組

む
体

験
を
行

い
，
新

た
な

事
業

構
築

の
際

に
必

要
な
知

識
・
経

験
と
ス
ト
レ
ス
耐

性
を
身

に
つ
け
る
。

具
体

的
に
は
JIC

A 
海
外
事
務
所
に
お
い
て
2 
か
月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
行

う
。
JIC

A 
の
現
地
で
の
各
種
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
管
理
を
行

う
海
外
事
務
所
員
に
同
行
し
，
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
政
府
機
関
，
企
業
，
現

地
住
民
等
，
ま
た
技
術
支
援
員
等
と
の
面
談
や
打
合
せ
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
，
海

外
で
の

事
業

構
築

や
運

営
の

ノ
ウ
ハ

ウ
を
体

得
す
る
。

主
に
海

外
経

験
と
相

当
の

語
学

能
力

を
持

つ
院

生
を
対

象
に
，
所

属
企

業
や
自
治
体
で
は
経
験
で
き
な
い
長
期
に
わ
た
る
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営

に
携

わ
る
こ
と
で
，
新

た
な
事

業
構

築
に
取

り
組

む
た
め
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
る
。

具
体
的
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
海
外
事
務
局
に
お
い
て
半
年
間
の
sp
on

so
re
d 

tr
ai
ne

es
hi
p 
に
取

り
組

む
。

相
当
の
語
学
力
を
有
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
，
多
国
籍
チ
ー
ム
の
中
で

議
論

し
，
事

業
を
進

め
る
経

験
を
得

る
こ
と
で
，
m
ul
til
at
er
al
 な

交
渉

に
対

応
で
き
る
能

力
を
身

に
つ
け
る
。

【
概

要
】

【
概

要
】
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各
海

外
実

地
研

修
の

プ
ロ

セ
ス

，
院

生
の

指
導

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
 

年
 

時
期
 

内
 
 
 
 
 
容
 

１ 年 次
 

4
月
 

（
上

旬
）
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
履
修
・
学
修
指
導
）
 

◆
海

外
実
地

研
修

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
部
会
（
以
下
「
実
地
研
修

C
部
会
」
）
に
よ
る
個
々
の
具
体
的
な
履
修
指

導
，

プ
レ

海
外

研
修

の
実

施
計

画
の

説
明
 

（
中

旬
）
年

間
受

講
計

画
提

出
 

7
月
 

（
上

旬
）
プ

レ
海

外
研

修
実

施
 

8
～
 

9
月
 

実
地

研
修

C
部
会

 

◇
院

生
個
々

の
指

導
教

員
選

定
，

最
終
報
告
書
に
ま
と
め
る
テ
ー
マ
の
決
定
，
海
外
実
地
研
修
先
の
検
討
開

始
 

1
2
月
 

（
上

旬
）
◆
海
外
実
地
研
修
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
希
望
者
募
集
（
Ｃ
は
海
外

経
験

と
相

当
の

語
学

力
を

持
つ

院
生

が
対

象
）
 

（
下

旬
）
実

地
研

修
C
部
会
 

◆
海

外
実
地

研
修

Ａ
研

修
先

の
決

定
 

◇
海

外
実
地

研
修

事
前

準
備

開
始

 

◆
実
地
研
修

C
部
会
は

J
I
C
A
研
修
に
係
る
情
報
収
集
，
研

修
先
候
補
地
の
検
討
 

◇
海
外
実
地
研
修
事
前
準
備
開
始
 

◇
海

外
実
地

研
修

事
前

準
備

開
始

 

3
月

 
（
こ
こ
ま
で
に
英
語
外
部
試
験
最
低

2
回
受

験
）

 

２ 年 次
 

 

4
月
 

（
中

旬
）
年

間
受

講
計

画
提

出
 

◆
J
I
C
A
の
募
集
一
覧
か
ら
研
修
先
を
選
択
・
応
募
。
 

◆
実
地
研
修

C
部
会
が

J
I
C
A
と
研
修
先
候
補
地
等
に
つ
い

て
事
前
調
整
 
 

（
中
旬
）
年
間
受

講
計
画

提
出

 

◆
実

地
研
修

C
部

会
が

ユ
ネ

ス
コ

本
部

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

内
容

・
場
所

等
に

つ
い

て
事

前
調

整
開

始
 

（
中

旬
）
年

間
受

講
計

画
提

出
 

6
月
 

◇
（

中
旬
）

計
画

書
・

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
作
成
，
渡
航
準
備
 

開
始
 

（
こ

こ
ま
で

に
英

語
外

部
試

験
最

低
1
回
受
験
）
 

◇
J
I
C
A
か
ら
の
採
択
通
知
（
研
修
先
決
定
）
を
受
け
，
研

修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
，
渡
航
準
備
 

（
こ
こ
ま
で
に
英
語
外
部
試
験
最
低

1
回
受

験
）

 

◇
ユ

ネ
ス
コ

の
募

集
に

応
募
 

◇
研

修
先
決

定
，

渡
航

準
備
 

8
～
 

1
2
月
 

     

   

 

1
月
 

◇
指

導
教
員

の
下

で
最

終
報

告
書

作
成
 

（
提
出
ま
で
に
数
回
面
談
，
メ
ー
ル
で
指
導
）

 

◇
指
導
教
員
の
下
で
最
終
報
告
書
作
成
 

（
提
出
ま
で
に
数
回
面
談
，
メ
ー
ル
で
指
導
）

 

 （
1
月

～
2
月
上

旬
）
◇

海
外
実

地
研

修
報

告
書
・
最
終

報

告
書

作
成
（
提
出
ま
で
に
数
回
面
談
，
メ
ー
ル
で
指
導

）
 

2
月
 

◇
最

終
報
告

書
プ

レ
ゼ

ン
・

審
査

 
◇
最
終
報
告
書
プ
レ
ゼ
ン
・
審
査
 

（
下

旬
）
◇

海
外

実
地

研
修

報
告

書
と

最
終

報
告

書
を
 

併
せ

て
評
価

、
プ

レ
ゼ

ン
・

審
査

 

3
月

 
修
了
判
定
（
研
究
科
委
員
会
）・

修
了
式
，

学
位

授
与
 

区
分
 

海
外

実
地

研
修

Ａ
（

企
業

等
の

海
外

展
開

先
）

 
海

外
実

地
研

修
Ｂ

（
J
I
C
A
）

 
海

外
実

地
研

修
Ｃ

（
ユ

ネ
ス

コ
）

 

注
）
表
中
，
◆
は
指
導
教
員
の
指

導
等
を
，
◇
は
指
導
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
の
院
生
の
対
応
を
，
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
 

（
8
月

～
1
2
月

）
海

外
実

地
研

修
Ａ
実
施

（
4
週

）
 

◇
帰

国
後

，
海
外

実
地

研
修

報
告

書
指
導
・
作
成
提
出

◆
実

地
研
修

C
部
会
の
評
価
 

◇
（
1
2
月
中
）
最
終
報
告
書
作
成
着
手
・
指
導
 

（
8
月

～
1
月

）
海

外
実

地
研

修
Ｃ

実
施

（
6
ヵ

月
）

 

    ◇
（
1
2
月
研
修
期
間
中
）
海
外
実
地
研
修
報
告
書
及
び

最
終

報
告
書

作
成

着
手

・
指

導
 

◇
帰
国
後
，
海
外
実
地
研
修
報
告
書
指

導
・
作
成

提
出

◆
実
地
研
修

C
部
会
の
評
価
 

◇
（
1
2
月
中
）
最
終
報
告
書
作
成
着
手
・
指
導
 

帰
国

（
8
月

～
1
2
月
）

海
外
実

地
研
修

Ｂ
実
施

（
2
ヵ

月
）

◆
指

導
教
員

は
，

院
生

か
ら

送
ら
れ
る
週
毎
の
活
動
報
告
を
メ
ー
ル
や
ス
カ
イ
プ
等
で
確
認
し
，
コ

メ
ン
ト

を
送

る
等

の
指

導
を

行
う

。
そ

れ
を

実
地

研
修

C
部

会
と

共
有

。
 

◆
中

間
時
で

の
指

導
教

員
の
研
修
先
訪
問
と
研
修
の
成
果
や
調
査
計
画
の
調
整
，
研
修
指
導
。
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国名 研修受け入れ企業等 実際の研修場所 左記以外の協力機関 

タ
イ 

エイチアンドエフ 
H&F SERVICES (THAILAND) CO.,LTD.  バンコク 

①交流大学 
 ・アサンプション大学 
 ・マヒドン大学 
 ・チュラロンコン大学 
②福井大学留学生同窓会タイ支部 
③ジェトロ バンコク事務所 

日本エー・エム・シー 
BANGKOK-AMC CO.,LTD バンコク 

（ＡＭＣの取引先） 
バンコックコマツ 
Bangkok Komatsu Co., Ltd. [BKC] 

チョンブリー市 

福井鋲螺 
FUKUI BYORA (THAILAND) CO., LTD. ラヨーン県 

フクビ化学工業 
TAI FUKUBI Co.LED バンコク 

セーレン 
Saha Seiren Co.Led． バンコク 

日華化学 
STC NICCA CO.LED. バンコク 

福井県 
ふくいバンコクビジネスサポートセンター バンコク 

ベ
ト
ナ
ム

フクビ化学工業 
FUKUVI VIETNAM CO.,LTD. ドンナイ省 

①交流大学 
・フフリット大学 

②ジェトロ ホーチミン事務所 日華化学 
NICCA VIETNAM CO.,LTD. ドンナイ省 

マ
レ
ー

シ
ア 

エイチアンドエフ 
HZF SERVICES (MALAYSIA) SDN. BHD.  ペタリンジャマ 

①福井大学留学生同窓会マレーシア

支部 
②ジェトロ  
クアラルンプール事務所 

台
湾 

ケイ・エス・ティ・ワールド 
台灣川崎半導體科技股份有限公司 高雄市 

 

日華化学 
台湾日華化学工業股份有限公司 桃園市 

松浦機械製作所 
台湾松浦機械股份有限公司 台中市 

中
国 

シャルマン 
Charmant China.Co.,Ltd. 上海 

①交流大学 
・上海理工大学福井大学分室 

②福井大学留学生同窓会上海支部 
日本エー・エム・シー 
上海湘晨貿易有限公司 上海 

セーレン 
Seiren Shanghai Co., Ltd. 上海 

日華化学 
日華化学研発（上海）有限公司 上海 

福井県上海ビジネスサポートセンター 上海 

フ
ラ

ン
ス

SHINDO 
SHINDO TEXTILE EUROPE GmbH パリ 

①ジェトロ パリ事務所 

ド
イ

ツ 

SHINDO 
SHINDO TEXTILE EUROPE GmbH レムシャイド 

 

ア
メ

リ
カ 

SHINDO 
SHINDO USA INC. ニューヨーク州 

①交流大学 
・クレムソン大学（木原氏） 

備考：受入れ企業，協力機関等とは，追加も含め，継続協議中。 

（海外実地研修 A）国別海外実地研修受入れ拠点の状況

- 135 -

tamamura
テキストボックス
資料10



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 白 紙 ペ ー ジ ） 

- 136 -



研
修
先
企
業
等

日
本
大
使
館

領
事
館
等

海
外
旅
行

保
険
会
社

本
人

の
家

族
勤

務
先

本
人

連
絡

・
相

談

連 絡 ・ 相 談

連
絡

・
相

談

連
絡

・
相

談

連
絡

・
相

談

連 絡 ・ 相 談

海
外
実
地
研
修
時
の
危
機
管
理
対
応

研
修
期
間
中
に
盗
難
，
事
件
・
事
故

に
遭
い
，
け
が
・
入
院
な
ど
し
た
時

通
常

は
，
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
，
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
院
生
と
連
絡

を
取
り
合
う
。

危
機
発
生
時
に
は
，
国
際
地
域
学
部
危

機
対
策
部
を
設
置
し
て
対
応
。

場
合
に
よ
っ
て
教
職
員
を
現
地
に
派
遣
。

（
死
亡
事
故
等
，
危
機
事
象
の
内
容
に

よ
っ
て
は
，
学
長
を
本
部
長
と
す
る
海
外

留
学
危
機
対
策
本
部
を
設
置
し
対
応
。
）

国
際

地
域

学
部

運
営

管
理

課
+8
1‐
77
6‐
27

‐9
93

6
（
休

日
・
時

間
外

：
守

衛
所

）
+0
81

‐7
76

‐2
3‐
05

03

福
井

大
学

連
絡

・
相

談
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学
び
と
地
域
・
企
業
の
活
性
化
の
た
め
の
恒
常
的
な
産
学
官
連
携
体
制
（
組
織
）
の
構
築

修
了

生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

交
流

・
支

援
型

か
ら
協

働
・
課

題
解

決
型

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

形
成

社
会
人
の
英
語
力

向
上
の
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム

ビ
ジ
ネ
ス
研

修
の

た
め
の
海
外
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム

外
国
人
の
労
働
力

確
保
の
た
め
の

定
着
・
定
住
促
進

地
域
に
お
け
る

S
D
G
sの

取
組

講
座
・
講
習
の

企
画
・
運
営

国
内
連
携
大
学

海
外
交
流
大
学

J
IC
A

ユ
ネ
ス
コ ジ
ェ
ト
ロ

I
タ
ー
ン
・
U
タ
ー
ン

促
進

県
内

各
地

域
で
の

産
官

の
取
組
実
績

福
井
⼤
学
産
学
官
連
携
本
部
を
中
⼼
と
し

た
⼯
学
系
の
産
学
官
連
携
の
実
績

福
井
⼤
学
国
際
地
域
学
部
に
お
け
る

「
課
題
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
地
元

企
業
や
⾃
治
体
と
の
新
た
な
連
携
の
実
績

院
生
派
遣
・

研
修
受
入
企
業

自
治
体

地
域

の
個
人
・
経

営
者

福
井

大
学

専
門

職
大

学
院

（
福

井
型

地
域

連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
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